
第 30回 広島市障害者ボウリング大会実施要項 
 

１ 目 的 

本大会は、障害者スポーツの振興を図るとともに、障害者に対する社会の理解と認識を深め、障害者の自立

と社会参加の促進に寄与することを目的として開催する。また、本大会は全国障害者スポーツ大会の市予選

会を兼ねるものである。 

 

２ 主 催 

広島市 

 

３ 共 催 

社会福祉法人広島市手をつなぐ育成会 

広島市精神保健福祉家族会連合会 

 

４ 主 管 

広島市障害者スポーツ協会 

 

５ 協力（予定） 

広電ボウル・広島県障がい者スポーツ指導者協議会・広島県手話通訳派遣委員会・広島市心身障害者福祉

センター 

 

６ 日 時 

令和 5年 4月 16日（日） 

  受 付  9：3０～１０：２０ 

  開会式 １０：３０～１０：４０ 

  競 技 １０：５０～１３：００（予定） 

 

 ※大会当日、受付時間に間に合わない場合は、棄権とさせていただきます。 

当日連絡先：０９０－１３３５－９４９９（午前９時から） 

ｓｉｓｙｏｕｓｐ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

７ 場 所 

広電ボウル（広島市中区平野町１０番１６号） 

 

８ 参加資格 ①及び②に該当する者とする。 

①  令和 5年４月１日現在で 13歳以上、障害区分に応じて次の要件を満たす者 

【知的障害者】療育手帳所持者、あるいはその取得の対象に準ずる障害（※）の有る者 

【精神障害者】精神障害者保健福祉手帳所持者、又は自立支援医療(精神通院)受給者 

② 本市に住所を有する（住民票が有る）者。ただし、市内の学校・施設に在籍している者は参加でき

るものとする。 

（※）「取得の対象に準ずる障害」とは、以下の書類のいずれかが提出できる者。ただし、本大会申込

時には、提出不要です。 

  ・児童相談所・知的障害者更生相談所長の判定書の写し 

  ・医師の診断書 

  ・在籍（在学、通所、入所）又は卒業（退所）先の所属長による証明書 



９ 競技方法 

各障害別・年齢層別・男女別で、全てスクラッチ（ハンディなしの記録）の２ゲームマッチとする。 

 

10 年齢区分 

（1） 少年（男・女） （年齢 13歳～19歳） 

（2） 青年（男・女） （年齢 20歳～35歳） 

（3） 壮年（男・女） （年齢 36歳以上） 

 

11 競技規則 

令和４年度全国障害者スポーツ大会競技規則及び本大会特別ルールによる。 

《本大会特別ルール》 

（1） 原則として、同一レーン 4人で競技し、1フレーム毎に交代で投球する。 

※全国障害者スポーツ大会ではデュアルレーン（アメリカン）方式で行う。 

（2）投球後、ファウルラインを越えても、意図的なものでない限りファウル扱いしないこととする。 

※全国障害者スポーツ大会では自動式ファウル判定機を使用する。 

 

12 表 彰 

各障害別・年齢別・男女別に 1～3位まで表彰する。 

精神障害者は、年齢区分の申込者数が 8名以下の時は、他の年齢区分と合わせて順位を決定する。 

 

13 申込み 

令和 5 年３月３１日（金）<必着>までに、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、以下の申込先に

メール・FAX・郵送・持参すること。 

ＦＡＸでお申込みの場合には、同協会から受取り確認をＦＡＸしますので、確認をお願いします。 

応募者数が 120名になりしだい、申し込みの受付を終了します。 

 

（申込先・問い合わせ先） 

広島市障害者スポーツ協会 

〒７３２－００５２ 広島市東区光町二丁目１番５号 広島市心身障害者福祉センター内 

 休館日は水曜日・祝日の翌日（翌日が水曜日の場合翌々日） 

電話・ＦＡＸ ０８２－２６３－３３９４（ＦＡＸ受信は休館日でも可能） 

メール  info＠hiroshima-safd.jp 

 

14 その他 

(1) 精神障害者は、全国障害者スポーツ大会競技規則上、選考の対象とならない。 

(2) 貸し靴は、当日各自で申し込むこと。 【１足 40０円】 

(3) 本大会の「新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に該当する場合は、自主的に参加を見

合わせてください。 

(4) 本大会の新型コロナウイルス感染予防対策のため、ボウリング場内をはじめ競技中においてもで

きる限りマスクを着用するとともに、手洗いおよびアルコール消毒薬による手指消毒等に努める

こと。 

(5) ボウルを拭くタオル（クロス）は場内にありませんので、各自で自分専用のタオル（クロス）を持参す

ること。 

(6) 大会中のケガ等については、きり傷・すり傷等軽微な応急処置以外の対応は行えないので留意す

ること。 

(7) 大会中、出場者の様子を大会関係者が、撮影する場合があるので、了解のうえ参加すること。 


